
「絵本読み聞かせサポーター講習会初級」 

（令和 6年 6月 2・16・30日 全３回、参加：13名） 

引き続き一緒にボラン 

ティア活動をしてもら 

える方を求めて開催し 

た。４名がおちのこお 

はなし会に加入した。 

参加者の声 

絵本の持ち方、めくり方から始まり、具体的に教えて下さ

りとても参考になりました。今後のボランティア活動で活か

せます。地域の公民館でこんなステキな講座が開かれている

ことに驚きました。本の種まきですね！読み聞かせの時に絵

が語るのだと分かりました。幸せな3 日間でした。 

「おたのしみおはなし会」 

（令和 7年 7月 31日 2部制、参加：のべ 14名） 

6月のわらべうた講座を活かし、 

会員がわらべうた「くまさん」 

を行い、パネルシアターや参 

加型絵本も取り入れた。 

参加者の声 

★あんがすとあひるがおもしろかった 

★いろいろなお話があって、楽しかったです‼ 

第７回（令和７年） ちば講座アワード実施報告書（千葉市越智公民館） 

地域の子どもにおはなしを届ける、読み聞かせボランティアの育成 
ねらい 
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 最寄りの小学校に読み聞かせボランティアが入っていないことを知り、図書室業務担当とし

て主催事業を企画した。 

・地区の小学校に読み聞かせボランティアに行くことができる 

・自館でのおはなし会開催を担える 
人材の育成 

令和元年～４年度に行った「絵本読み聞かせサポーター講習会」から、読み聞かせボランティア

サークル「おちのこおはなし会」が令和４年に８名で発足した。 

講座の講師陣がサークルの定期活動に参加し読み聞かせのアドバイスをして下さるので、質の

向上に繋がっている。今後も、会員が「読み聞かせの本質」を共通理解し、維持していくことが 

課題となる。 

講座で学んだことを活かし、集団への読み聞かせに適した本を、地域の子どもに手渡すことが

できている。小学校の保護者ではない公民館講座の受講者が、学びを地域に還元していることが

特色である。また、子どもとの触れ合いでおちのこおはなし会のメンバーも喜びを得ている。 

「わらべうた講座～肉声がもたらす繋がり～」 

（令和 7年 6月 1・8・15日 全３回、参加：15名） 

おはなし会を会員だけの 

力で開催出来るように、 

わらべうたのスキルを身に 

付けるべく開催した。 

一般からの参加も二人いた。 

参加者の声 

★手や体にふれる距離感やふれ合い方が、心をやさしくしてくれま

した。子どもに必要なことだと思いました。 

★楽しく笑いながら学べて有意義な時間だった。大人の脳トレにも

使えるかも（？！） 

「越智小学校朝読書『公民館読み聞かせ』」 

（令和 7年 5月 21日～令和 8年 3月 4日 全 17回予定） 

千葉市立越智小学校の 1・ 

2年生と特別支援級で読み 

聞かせをしている。 

前年度末に今年度の年間 

日程計画を学校と相談し、 

読む本も講師と予め計画 

し練習している。 



犢橋の 
輪 

地域をつなぐ「犢橋茶話会」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７回（令和７年度） ちば講座アワード実施報告書（千葉市犢橋公民館） 

交通の便が非常に悪い当館は、年々、サークル活動への参加者は減少傾向にある。それでも犢橋地域
をつなげる要（かなめ）になって、「犢橋の輪」を築き、拡げていきたいと考えている。令和６年度はオンラ
インの講座も１０講座開設して、犢橋公民館に来づらい方への門戸も開いているが、やはり、犢橋地域の
方に公民館に来ていただきと考え、「犢橋茶話会（全９回）」を開催した。コロナ禍前から開催を願ってい
たが、危機管理上開催できず、やっと実現した講座だった。 

参加者は延べ６５名（平均７.２名）。多くの方に集まっていただくことは難しかったが、家に引きこもりがちな方が外
出するきっかけ作りに貢献できたと感じている。また、当初は一部のグループで集まってしまう参加者もいたが、次第
にグループの壁がなくなっていき、労い合う場面が増えていった。体調が悪くなった参加者を気遣ったり声掛けしたり
する場面も見られ、茶話会を通して、新しい人と人を繋ぐことができた（犢橋の輪が広がった）と感じた。交通の便の
悪い方のお宅に民生委員さんが寄って一緒に来館することもあったが、交通手段の無さはやはり課題となりそうだ。 
各回の茶話会では、交流以外にも当館の主催講座や定期サークルに関連した「クラフト細工」や「徒手体操」「フ
レイル予防」「寄席」等の学習活動も組み込んだが、好評だった。公民館への理解も深まったのはもちろん、「他の講
座にも参加してみたい。サークル活動にも興味がある。」等の声もあがっていたことから、生涯学習に向けた意欲も喚
起することもできたと感じている。今後も、更にブラッシュアップした茶話会を企画していきたい。 

犢橋地区の高齢者(７５歳以上)の方に憩いと交流の場を提供して家に引きこもりがちな方々に外出するきっかけ
を作ることと、公民館の取り組みについて理解を深めてもらうことを目的として実施した。地域の民生委員さんと連
携し、普段あまり公民館とは縁のない方への声掛けや、飲み物やお茶菓子の準備、会の進行等にご協力いただい
た。医療機関が休みで通院の無い木曜日を中心とした開催や、昼間の出歩きが危険な猛暑の７・８月は開催しない
等の配慮も行い、全９回、当館の特徴を生かした以下のような内容の茶話会を実施した。 

【各回の内容】 
 第 1回 令和６年５月１６日(木) 
・顔合わせ、犢橋公民館の紹介  
・交流会  
・やってみたいことの調査 

 
 

 
参加者 

:８名 

第 2回 令和６年６月２０日(木) 
・公民館長とクラフトバンドで毬
を編んだり、折紙を折ったりする 
・交流会 

 
 

 
参加者 

:７名 

第 3回 令和６年９月１９日(木) 
・公民館定期サークルのフラダン
スYouTube動画視聴とフラ体験 
・交流会 
 
 
 
参加者 

:６名 

第 4回 令和６年１０月１７日(木) 
・映画「サクラサク」（千葉市生
涯学習センター所有）視聴 
・交流会 
 
 
 
参加者 

:８名 

第 5回 令和６年１１月２１日(木) 
・公民館文化祭を録画した動画
の視聴 
・交流会 
 
 
 
参加者 

:８名 

第 6回 令和６年１２月１９日(木) 
・公 民 館 主 催 のクリスマスコンサート 
の動画視聴と鈴ふりの徒手体操 
・交流会 
 
 
 
参加者 

:９名 

第 7回 令和７年１月２４日(金) 
・公民館主催のフレイル予防改
善・体験講座に参加 
・交流会 

 
 
 
参加者 

:３名 

第 8回 令和７年２月２０日(木) 
・公民館が招聘した犢橋笑輪寄
席（「錦の袈裟」・「七度狐」）参加 
・交流会 

 
 

 
参加者 

:８名 

第 9回 令和７年３月２０日(木) 
・振り返りと来年度への抱負、来
年度やってみたいことの調査 
・交流会 

 
 

 
参加者 

:８名 

【参加者の声より】 
♣今までも犢橋公民館のことは知ってましたが、知り合いに今回の茶話会を紹介していただいたので、初めて来ま
した。一年間、楽しくすごせました。 
♣公民館に来ることが外出するきっかけにもなり、ありがたかったです。とても有意義でしたし、毎回楽しみでした。 
♣とても楽しかったです。公民館の他の講座にも参加してみたいです。サークル活動にも興味があります。 
♣ここでいろいろなご縁ができました。とても雰囲気が良い会なので、来年も参加したいです。 
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敬愛大学生涯学習講座

大塚先生の算数体験ワークショップ

講座概要

敬愛大学では多彩な生涯学習講座を開催していますが、夏休みには小学生向けの講座も開講してい
ます。今回の講座は、ふだんの学校の授業にはない「体験型ワークショップ」を通して、数の性質を学
ぶ講座を開催しました。親子で参加できるゲームやパズルを通して様々な数の不思議を体験し、算数
が好きになるきっかけや算数の楽しさ・おもしろさを見つける機会を提供しました。
ワークショップは、本学教育学部の大塚慎太郎准教授が指導する「算数教育ゼミ」の大学4年生が担
当。『「495」に隠された秘密』 『月までとどけ!!! ～紙おりおり大作戦』の2本立てで、受講した児童
全員が120分間、楽しみながら熱心に取り組みました。

3桁の数「495」を分解して
謎を解こう！

大学生のお姉さんが
複雑な計算をアシスト

廊下に広げた長ーい模造紙を
折りたたもう！

「495」に隠された秘密

『「495」や東京スカイツリーの高さ「634」の
様な3桁の数を分解して計算をしていくと、謎
が解けるんです。どんな謎が隠されているで
しょう』と大学生が問いかけると、筆算や電卓
で夢中になって謎解きを始めた子どもたち。
「やった、分かっ
た！」と声を上げ
る様子には、一
緒に参加した親
御さんも大喜び
でした。

月までとどけ!!! ～紙おりおり大作戦

『コピー用紙は何回折りたたむことができるか
な』という問いかけに、実際に折ってみたら7回
しか折れなかったと落胆する子どもたち。『な
らば長ーい紙ならどうだろう』と廊下に広げら
れた紙でチャレンジしてみました。 なんとこの
方法を応用する
と、月までの距離
を測ることがで
きると知り、子ど
もたちは大興奮
となりました。

2年目となった「大塚先生の算数体験ワークショップ」は、今回も募集開始からすぐに
満員御礼となり、関心の高さが伺えました。120分という長丁場にも関わらず、飽きる
ことなく熱心に取り組む子どもたちの姿は、ただただ感心させられました。
1回の受講生を増やすことは難しいですが、保護者からは「他教科で同様の取組がで
きないか」「夏休み以外に開講することができないか」という声もあり、要検討です。

KeLLくん

敬愛大学では、生涯学習講座を年間約150もの講座を設け、年間約1,000人を超える皆様
にご受講いただいています。最年少は小学1年生、最年長は98歳です。
敬愛大学生涯学習講座は、人生100年時代の「学び直しの場」「いきがいの場」「つどいの場」
です。語学を中心に、教養講座、大学生の正課授業の公開、資格取得など様々な分野の講座
を提供しています。
詳しくは、地域連携センター生涯学習係）（ 043-251-6364)にお問い合わせください。

成果と課題
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【サポーターって何？】

「こうみんかんサポーター」とは、もともと、公民
館を利用されてきた方たちで結成され、「普段から
公民館を利用させて頂いているから、何か恩返しを
しよう。」ということから、平成２４年に「緑の
カーテン」を作成していただいたことに始まります。
その後、不定期で障子張りや池清掃といった維持管
理や、敷地内にお花などを植えるといった美化活動
をされてきました。今では、その活動は定期的なも
のとなり、地域の活動拠点となる公民館において、
社会活動に参加意欲のある市民を登録し、地域に根
ざした活動に積極的に取り組んでいただくことで、
市民との協働を図っています。
　また、サポーターと市民との交流を通じて、普段、
公民館を利用しない市民でも足を運びやすい、気軽
に利用できる施設であることをサポーターのみなさ
んと共に目指しています。
　公民館職員は、この活動が円滑に進められるよう
にニーズを吸い上げ、皆さんのバックアップを行っ
ています。

【もっと詳しく教えて】

　それらの活動が発展し、サポーターさんを講師
に迎え、市民を対象とした「初めての野菜づくり
講座」を現在行っているところです。
これまでは、「公民館のために」だったものが
「市民のために」と目的が広がり、講座を受講さ
れた方が「こうみんかんサポーター」へ加入する
ケースも見られるようになってきました。
　今では、毎月１～２回の活動を行っており、そ
れがサポーターの皆さんにとって生きがいとなっ
ていることを大変誇らしく感じます。

（令和６年度活動実績）
【登録人数：１３人（令和６年度末時点】
【活動回数：１７回】
【延べ活動人数：１１２人】

【どんなことをするの？】

　サポーターの皆さんは、公民館の敷地内にある緑
地帯に、千葉県の花「菜の花」や八街市の花「ヒマ
ワリ」「緑のカーテン」の植栽といった美化・環境
活動や、時には障子の張り替えなども行います。緑
のカーテンには、ゴーヤー、アサガオ、キュウリを
採用し、夏の日差しを遮ってくれました。

　4月から今年の夏にかけて、初めての取組として、
公民館の後ろ側にある「芝生広場」を畑にして作物
を育てるという試験的な取組を行いました。その作
物とは、「落花生」「スイカ」「メロン」「カボ
チャ」「ジャガイモ」「夕顔」「ズッキーニ」「ミ
ニトマト」「モロヘイヤ」です。
これらの作物は見事に実り、サポーターの皆さんで
「試食会」も行いました。

【参加者の声】
・自分たちが育ててきた花がきれいに咲いたし、作物も良く育った。美味しかった。
・サポーターをしていなかったら、出会えなかった人と知り合えた。
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実
施
し
て
い
る
講
座
も
あ
り
な
が
ら
、
新
し

い
講
座
開
発
も
行
っ
て
お
り
、
様
々
な
体
験
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
理
工
系
人
材
の
早
期
発
見
へ
も
貢
献
し
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
“分
か
り
や
す
い
説
明
で
原
理
が
良
く
分
か
っ
た
”、

“さ
ら
に
理
解
を
深
め
た
い
”、

“と
て
も
楽
し
か
っ
た
”な
ど
、

ど
の
講
座
も
極
め
て
高
評
価
で
あ
る
。

右
に

R5
年
度
～
現
在
ま
で
に

実
施
し
た
講
座
の
満
足
度
を
示
す
。

過
去
約

40
年
間
の
参
加
者
数
は
約

67
70
名
に
お
よ
び
、
主
に
小
中
学
生
の

ST
EA

M
教
育
、
未
来
の
理
工
系
人
材
の
育
成
へ
の
寄
与
が
期
待
さ
れ
る
。

人
気
の
講
座
は
抽
選
倍
率
が
高
く
、
過
去
に
は
定
員

10
名
に
対
し

56
名
の

申
し
込
み
が
あ
り
、
当
選
倍
率
が

5.
6倍
に
な
っ
た
講
座
も
あ
り
、
人
気
の

講
座
は
受
講
が
難
し
い
と
い
っ
た
嬉
し
い
課
題
が
あ
る
。
現
状
で
は
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
体
験
の
機
会
を
設
け
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
る

が
、
今
後
は
参
加
者
数
を
増
や
す
な
ど
の
根
本
的
な
対
策
を
行
い
た
い
。

R7
年
度
コ
ン
テ
ン
ツ
一
覧
を
示
す
。
コ
ン
テ
ン
ツ
総
数
は

16
(2
部
構
成
の
講
座

は
各
回
で

1講
座
と
し
て
カ
ウ
ン
ト

)で
、
定
員
総
数
は

16
5名
で
あ
る
。

・
英
語
で
数
学
を
学
ぼ
う

（
オ
イ
ラ
ー
の
多
面
体
定
理
）

・
DN

Aを
採
取
し
て
、
見
て
み
よ
う
（

AM
・

PM
 開
催
）

・
夏
休
み
子
ど
も
工
作
教
室

動
く
お
も
ち
ゃ
、
簡
単
な
電
子
工
作
な
ど
４
コ
ン
テ
ン
ツ

・
LE

Dラ
ン
タ
ン
を
作
ろ
う
（

AM
・

PM
開
催
）

・
地
球
環
境
の
変
化
を
衛
星
画
像
で
解
析
し
よ
う
！

・
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
入
門

～
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
知
り
守
る
力
を
獲
得
し
よ
う
～

・
光
の
残
像
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
よ
う

・
ス
ポ
ー
ツ
×
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ラ
ン
』

・
親
子
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
～

Ar
du

in
oで
メ
ロ
デ
ィ
ー
と

3分
タ
イ
マ
ー
を
作
ろ
う
～

・
電
子
オ
ル
ガ
ン
を
つ
く
ろ
う
！

・
英
語
で
数
学
を
学
ぼ
う

（
折
り
紙
一
刀
切
り
定
理
）

・
風
に
向
か
っ
て
進
む
不
思
議
な
ウ
ィ
ン
ド
カ
ー
を
作
ろ
う
！

・
マ
イ
ン
ド
ス
ト
ー
ム
を
使
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座

・
レ
ゴ
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
ろ
う
！

【
コ
ン
テ
ン
ツ
の
内
容
】

【
参
加
者
の
声
】

【
成
果
と
課
題
】
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 小学５年生 小学６年生 中学１年生 中学 2年生 計 
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冒険教育の手法によるグループ活動 
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